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令
和
４
年
度　

白
馬
村
の
決
算
状
況

歳
入　
69
億
６
，５
６
０
万
１
千
円

歳
出

67
億
74
万
１
千
円

財
政
健
全
化
の
方
針
を
堅
持
し
た
結
果
、
前
年
度
に
引

き
続
き
財
政
調
整
基
金（
家
計
で
言
う
と
こ
ろ
の
貯
金
）の

取
崩
し
を
せ
ず
、将
来
の
負
担
に
備
え
る
た
め
同
基
金
に

１
億
５
，４
０
０
万
円
、減
債
基
金
に
２
，６
０
０
万
円
、義

務
教
育
施
設
整
備
基
金
に
１
億
５
，０
０
０
万
円
の
積
立
て

を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、全
て
の
基
金
を
合
わ
せ
た
年
度

末
残
高
は
、平
成
か
ら
令
和
を
通
じ
て
過
去
最
高
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、健
全
財
政
の
堅
持
と
公
債
費
抑
制
の
た
め
、引
き

続
き
新
規
発
行
債（
新
し
い
借
入
れ
）を
元
金
償
還
額（
借
金

の
返
済
金
）以
下
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、村
債
現
在
高
も
前

年
度
比
で
8.4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）は

２
億
６
，４
８
６
万
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
５
，２
１
９
万
９
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
２
億
１
，
２
６
６
万
１
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち

財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
立
て
を
行
っ
た
残
額
の
８
，

２
６
６
万
１
千
円
を
令
和
５
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し

た
。
な
お
、実
質
収
支
か
ら
昨
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
７
，２
９
２
万
円
、単
年

度
収
支
に
財
政
調
整
基
金
積
立
て
等
を
加
味
し
た
実

質
単
年
度
収
支
は
１
億
５
，７
４
０
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要

村
税
は
、
２
億
３
，
５
１
６
万
７
千
円
の
増
で

15
億
２
，５
４
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
税
目
も
前
年
を
上
回
る
税
収
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、事
業
用
家
屋
と
償
却
資

産
に
係
る
特
例
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
１
億
８
，

６
３
０
万
円
あ
ま
り
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ

り
ま
す
が
、特
別
交
付
税
に
お
い
て
、除
雪
費
の
前
年
度

精
算
分
８
，６
５
８
万
２
千
円
が
他
の
減
額
要
因
を
飲

み
込
む
形
で
、１
９
６
万
８
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

譲
与
税
／
各
種
交
付
金
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
地
方
税
減
収
補
て
ん
特
別
交
付
金

が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
１
億
５
，７
１
５
万
１
千

円
の
大
幅
な
減
額
で
す
。

歳入
69億6,560万1千円

村税
15億2549万7千円
村税
15億2549万7千円 個人村民税個人

村民税
3億5315万3千円
3億531千円

法人村民税
8733万4千円
法人村民税
8733万4千円

固定資産税
9億3353万4千円
固定資産税
9億3353万4千円

軽自動車税
3833万2千円
軽自動車税
3833万2千円

たばこ税
6972万1千円
たばこ税
6972万1千円

入湯税
4342万3千円
入湯税
4342万3千円

譲与税/各種交付金
3億6522万5千円
譲与税/各種交付金
3億6522万5千円

国庫支出金
8億186万7千円
国庫支出金
8億186万7千円

県支出金
4億8199万1千円
県支出金
4億8199万1千円

繰入金
2億6338万5千円
繰入金
2億6338万5千円
寄附金
5億5444万円
寄附金
5億5444万円

地方債
1億7125万7千円
地方債
1億7125万7千円

諸収入等
4億562万円
諸収入等
4億562万円

村税内訳

297,636

地方交付税
23億9631万9千円

決算収支等
項目 令和4年度（千円） 対前年比（％）

歳入 6,965,601 △0.6

歳出 6,700,741 △2.2

形式収支 264,860

翌年度へ繰り越すべき財源 52,199

実質収支 212,661

単年度収支 72,920

財政調整基金積み立て 84,488

実質単年度収支 157,408

一
般
会
計
の
概
要
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国
庫
支
出
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
２
億
１
，６
０
４
万
９
千
円
、

児
童
手
当
国
庫
交
付
金
８
，０
４
６
万
７
千
円
が
主
な

も
の
で
す
。

県
支
出
金
は
、前
年
に
比
べ
１
億
３
６
９
万
８
千
円

（
27・
４
ポ
イ
ン
ト
）の
大
幅
増
で
し
た
。
主
な
も
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
第
６
波
対

応
事
業
者
支
援
金
６
，９
１
０
万
円
、白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
管
理
委
託
金
４
，７
３
２
万
円
な
ど
で
す
。
ま
た
、

水
力
発
電
施
設
な
ど
の
所
在
市
町
村
へ
の
交
付
金
と
し

て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
４
４
３
万
５
千
円
が
交

付
さ
れ
て
お
り
、当
村
に
お
い
て
は
保
育
所
運
営
経
費

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
３
，２
１
６
万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
う
ち
、ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
寄
附
金
は

５
億
４
，１
４
５
万
９
千
円
で
し
た
。

繰
入
金
は
、「
ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
基
金
」

か
ら
目
的
に
応
じ
た
事
業
へ
２
億
４
，１
９
８
万
円
を

繰
入
れ
ま
し
た
。

村
債
は
１
億
７
，１
２
５
万
７
千
円
で
、令
和
４
年
度

も
引
き
続
き
新
規
発
行
債
は
元
金
償
還
額
以
下
と
し
た

た
め
前
年
度
比
１
億
６
，０
３
４
万
１
千
円（
4
8
．
４

ポ
イ
ン
ト
）の
大
幅
な
減
で
す
。

諸
収
入
等
に
は
、村
税
延
滞
金
１
，４
４
１
万
９
千

円
や
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
か
ら
の
還
付
金
１
，

９
４
８
万
９
千
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
概
要

目
的
別
歳
出（
行
政
の
目
的
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
い

わ
ば
事
業
別
の
分
類
）の
状
況
を
グ
ラ
フ
に
、性
質
別
歳

出（
ど
う
い
う
行
政
目
的
に
使
わ
れ
る
か
は
問
わ
ず
、い

わ
ば
横
断
的
に
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
区
分
す
る
分
類
方

法
で
、地
方
団
体
の
財
政
の
構
造
上
の
特
色
や
そ
の
良

否
を
判
断
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
）の
状
況
を
表
に

ま
と
め
ま
し
た
。

目
的
別
で
見
ま
す
と
、
総
務
費
は
前
年
度
比
５
，

３
０
８
万
７
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
額
増
加
に
伴
う
返
戻
業
務
委
託
料
が
２
，

９
２
０
万
１
千
円
増
加
し
た
ほ
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
電
力・
ガ
ス
食
料
品
等
の
給

付
金
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

民
生
費
は
１
億
２
，６
１
６
万
１
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
４
年
度
は
福
祉
基
金
へ
の
積
立
て
を
行

わ
な
か
っ
た
こ
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
給
付
金
事
業
を
総
務
費
か
ら
支
出
し
た
こ
と

が
主
な
原
因
で
す
。

衛
生
費
は
３
，２
７
２
万
４
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
負
担
金
に
つ
い
て
管
理
方
法
及
び
契

約
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。農

林
業
費
は
、ほ
場
整
備
事
業
で
４
，３
２
７
万
６
千

円
の
減
額
な
ど
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
１
，

１
８
７
万
７
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
商
工
費
は
、２
，２
７
８
万
８
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。道
の
駅
白
馬
の
土
地
購
入
や
、ナ
イ
ト
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
再
開・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
交
付
金
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

土
木
費
は
前
年
度
比
２
億
５
，
０
６
７
万
９
千

円
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。
除
雪
事
業
１
億
６
，

３
５
６
万
１
千
円
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

教
育
費
が
１
億
４
，２
６
７
万
８
千
円
の
増
と
な
っ
た

の
は
、義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
へ
１
億
５
，０
０
０
万

円
の
積
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

性
質
別
で
見
ま
す
と
、物
件
費
の
増
は
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
の
返
礼
業
務
委
託
料
に
よ
る
も
の
、維
持
補
修

費
の
減
は
除
雪
委
託
料
に
よ
る
も
の
な
ど
、前
述
の
目

的
別
で
触
れ
た
内
容
が
性
質
別
で
の
理
由
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

扶
助
費
の
減
額
は
、臨
時
特
別
給
付
金
や
児
童
手
当

歳出
67億74万1千円

総務費
16億9775万2千円
総務費
16億9775万2千円

民生費
12億6059万4千円
民生費
12億6059万4千円

衛生費
4億2088万4千円
衛生費
4億2088万4千円

農林業費
2億3504万7千円
農林業費
2億3504万7千円

観光商工費
5億6338万円
観光商工費
5億6338万円

議会費
7171万円
議会費
7171万円

土木費
8億5284万円
土木費
8億5284万円

教育費
6億3828万2千円
教育費
6億3828万2千円

公債費
7億5796万9千円
公債費
7億5796万9千円

消防費
2億228万3千円

【目的別歳出】
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【性質別歳出】 （単位：千円 .％）
令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 構成比 増減率

人件費 1,030,600 1,037,358 15.5 0.7
物件費 1,032,856 1,171,817 17.5 13.5
維持補修費 491,945 328,548 4.9 △ 33.2
扶助費 535,406 409,590 6.1 △ 23.5
補助費 1,615,994 1,636,731 24.4 1.3
公債費 712,776 757,969 11.3 6.3
積立金 656,584 660,473 9.9 0.6
投資・出資・貸付金 20,000 15,000 0.2 △ 25.0
繰出金 362,201 368,083 5.5 1.6
普通建設事業費 389,027 315,172 4.7 △ 19.0
災害復旧費 1,287 0 0.0 △ 100.0

合計 6,848,676 6,700,741 100.0 △ 2.2

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
補
助
費
は
温
泉
施
設
燃
料
高
騰
重

点
支
援
事
業
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

事
業
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
は
そ
の
名
の
と
お
り
建
設
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、道
路
改
良
事
業
、ほ
場
整
備
事
業
、学
校
環
境
整
備
事
業

な
ど
で
す
。

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
白
馬
村
の

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
決
算
数
値
か
ら
算
定
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
表
す
る
指
数
の
う
ち
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比

率
、資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
各
会
計
で
の
赤
字
、資

金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
表
す
る
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
1
4
．３
と
前
年
に
比
べ
１.２
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。指
数
は
前
２
年
度
の
数
値
を
加
え
て
３
か
年
の
平
均
値

で
算
定
し
ま
す
。こ
れ
は
、元
利
償
還
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
2
1
．７
で
前
年
度
に
比
較
し
て
1
8
．３
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、地
方
債
現
在
高
や
債
務
負
担
行

為
の
支
出
予
定
額
な
ど
か
ら
、基
金
残
高
な
ど
を
差
引
く
こ
と
で
計

算
し
ま
す
。令
和
４
年
度
は
債
務
負
担
行
為
の
額
が
増
え
ま
し
た

が
、地
方
債
は
元
金
償
還
額
以
上
の
新
規
発
行

債
を
抑
制
し
て
お
り
、ま
た
、基
金
残
高
も
増

え
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
白
馬
村
の
健
全
化
判
断
比
率
は
他
町
村
と

比
較
し
て
高
め
で
す
が
、財
政
的
に
は
問
題
の

な
い
範
囲
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

実
質
公
債
費
比
率
は
、今
後
も
神
城
断
層
地
震

以
降
の
大
型
事
業
債
の
償
還
が
続
く
た
め
、引

き
続
き
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

※企業会計などの資金不足は該当がありませんでした。

水道事業会計
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計

－
－
－

【資金不足比率】

白馬村
（早期健全化基準）
（財政再生基準）

－
（15.0）
（20.0）

－
（20.0）
（30.0）

14.3
（25.0）
（35.0）

21.7
（350.0）
（－）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

【健全化判断比率】

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002




